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交
通
事
故
の
な
い

　
　
　
　
　
　
明
る
い
年
末
を

　
今
月
十
一
日
か
ら
来
月
十
日
ま
で

は
、
冬
の
交
通
事
故
防
止
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
期
間
は
、
気
象
条
件
に
よ
り

道
路
交
通
環
境
が
悪
化
す
る
う
え
、

年
末
の
繁
忙
に
よ
る
過
労
、
ス
リ
ッ

ブ
、
ま
た
飲
酒
の
機
会
が
多
い
こ
と

か
ら
違
反
や
、
そ
れ
に
よ
る
事
故
多

発
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
年
末
・
年
始
を
明
る
く
過
ご
す
た

め
に
、
地
域
総
ぐ
る
み
で
交
通
事
故

防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
運
動
中
の
重
点
実
施
項
目

翻
飲
酒
運
転
防
止
の
徹
底

鐡
ス
リ
ヴ
ブ
に
よ
る
事
故
防
止
の
た

　
め
の
ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ
、
チ
ェ
ー
ン

　
の
装
備
と
冬
期
ス
ピ
ー
ド
一
割
ダ

　
ウ
ン
の
励
行

　
す
で
に
備
の
ア
ツ
ア
ツ

　
カ
ッ
プ
ル
誕
生

　
こ
と
し
一
月
か
ら
ト
月
ま
で
に
結
け

婚
し
、
市
内
に
住
ん
で
い
る
夫
婦
は
．

　
ふ
9
で
に
．
二
者
口
ト
ム
ハ
m
祖
C

　
平
均
し
て
↓
日
一
組
が
誕
生
し
た

…
勘
定
。
空
前
の
結
婚
ブ
ー
ム
と
い
わ

れ
た
昨
年
同
期
の
．
二
百
四
十
八
組
よ

り
少
な
い
に
し
て
も
、
な
か
な
か
の

成
績
。
こ
れ
を
月
別
に
み
る
と
、
雪

　
倫
け
の
四
月
が
ぺ
十
五
組
と
多
く
、

続
い
て
五
月
の
八
卜
三
組
、
六
月
は

　
一
ト
．
甲
．
組
と
案
外
少
な
い
。

　
昨
年
で
は
レ
一
月
が
百
卜
．
．
組
誕
’

生
と
一
番
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ

　
ζ
し
も
外
の
寒
さ
に
負
け
な
い
ア
ツ

　
ノ
ノ
カ
ノ
フ
ル
が
帽
当
仕
よ
れ
そ
う
”

“
繍
冬
期
駐
車
禁
止
区
域
の
徹
底

麟
歩
行
者
の
安
全
π
歩
行
の
確
保
と

　
正
し
い
歩
行
、
正
し
い
横
断

魏
通
学
、
通
園
路
の
除
雪
と
道
路
環

　
境
の
整
備

麟
降
雪
と
ガ
ソ
リ
ン
規
制
に
伴
な
う

　
通
勤
車
等
の
運
行
の
自
粛

　
　
卿

　
　
螺

　
滝
沢
さ
ん
ら
が
大
臣

　
表
彰

　
こ
の
ほ
ど
、
　
「
統
計
の
日
」
を
記

念
し
て
、
永
年
統
計
業
務
に
功
労
の

あ
っ
た
事
業
所
並
び
に
調
査
員
が
、

次
の
と
お
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
通
商
産
業
大
臣
表
彰

　
　
　
溜
、
沢
文
吉
（
本
町
一
）

　
　
　
㈱
関
口
商
店

　
労
働
大
臣
表
彰

　
　
　
十
日
町
砂
利
合
資
会
社

君
の
め
ざ
す
も
の
は

　
　
　
　
　
　
　
　
「
太
陽
の

　
　
　
　
　
　
　
　
会
」

　
私
達
は
、
人
生
の
目
的
や
生
き
が

い
を
基
本
テ
ー
マ
に
、
人
生
の
諸
問

題
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
年
六
回
の
会
を
開
き
、
人
生
や
社

会
に
対
ー
、
て
の
意
見
を
も
と
に
、
各

種
の
研
修
会
や
農
山
村
へ
の
慰
問
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　
代
表
中
西
三
男

　
　
　
　
　
（
曾
七

・
八
四
四
七
）

経
済
企
画
庁
長
官
表
彰

　
　
新
潟
県
厚
生
連
中
条
病
院

新
潟
県
統
計
脇
会
総
裁
表
彰

小
杉
広
作
（
美
雪
町
）
高
橋
秀
雄

（
城
之
古
）
小
杉
　
茂
（
中
村
）

福
崎
仁
太
郎
（
池
之
尻
）

極
月
休
日
救
急
医

16

日
中
条
病
院
黛
〕
．
、
o
．
八
番

23

日
池
田
医
院
曾
、
．
－
一
．
五
八
一
番

30

日
山
口
医
院
曾
．
．
－
．
．
．
し
四
番

　
　
ご
櫨
力
を

　
十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
工
業
統

計
調
査
が
行
な
わ
れ
ま
す
、
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

　
飲
食
し
た
と
き
な
ど
公
給
領

　
収
証
の
受
領
を
忘
れ
ず
に

　
み
な
さ
ん
が
飲
食
店
や
旅
館
な
ど

を
利
用
し
た
と
き
は
．
十
欝
の
料
理

飲
食
等
消
費
税
が
か
か
り
ま
す
。

　
お
店
で
は
、
税
金
を
受
け
取
っ
た

し
る
し
に
公
給
領
収
証
を
渡
す
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
、
、

　
料
理
店
な
〆

を
利
用
し
た
と
き
は

公
給
領
収
証
を
受
取
っ
て
く
だ
さ
い

　
な
お
、
一
定
の
金
．
額
（
飲
食
一
人

駈江，癬

　
　
　
　
蕊

勃
応
の
魯
一

炉
り
ず
ま
ち
．
一

毒
卑
か
の
！

な
命
暮
　
　
．

　
　
　
　
ヤ
亀
＝

　
し
屯
芝
　
　
b

之
ー
さ
恥
　
疑
浮

　
　
　
　
　
　
ハ

そ
ん
な

訴
レ
篭
事

文
一
，
己
め
怠

く
て
｝
て
．
，
．
．

か
ー
ミ

じ
3
－
9
為

石
多
暴
む

覧
レ

照『
A2ノ

、
　
繊

し
め
し
、

わ
％
嵐
・
－
　
そ
気

苞
晃
手
瀦
箆

諾
隻
き
Z
　
ざ
ξ

い
け
ん

‘

礼

累癖轡1

愚㊥遭榊

千
二
百
円
以
下
、
宿
泊
一
人
二
千
四

百
円
以
下
）
に
は
税
金
が
か
か
り
ま

せ
ん
。
　
　
（
十
日
町
財
務
事
務
所
）

　
寄
付
あ
り
が
と
づ

　
▽
春
日
由
三
（
講
師
謝
礼
）
－

一
万
四
千
五
百
円
　
▽
匿
名
…
…
千

五
百
円
　
▽
小
海
盛
政
（
高
山
）
香

典
返
し
…
－
二
万
円
　
▽
関
口
兵
三

郎
（
吉
田
山
谷
）
香
典
返
し
…
…
三

万
円
　
▽
田
中
伊
作
（
運
転
手
謝

礼
）
…
…
二
千
円
　
▽
大
島
慶
治

（
寿
町
）
…
…
一
万
円
　
▽
†
日
町

懐
メ
・
愛
好
会
…
…
三
万
円
　
▽
曹

洞
宗
郡
市
青
年
僧
侶
の
会
…
…
五
万

四
千
百
二
十
八
円
　
▽
入
田
シ
ズ

（
稲
葉
）
願
入
万
年
青
老
人
ク
ラ
ブ
謝

礼
…
千
円
　
▽
群
馬
県
人
会
（
代

表
・
池
田
定
夫
）
…
…
三
千
円
　
▽

庭
野
日
敬
・
…
十
万
円
　
南
中
生
徒

会
　
　
一
万
一
千
八
百
円
　
▽
県
立

十
口
町
高
校
一
年
二
組
…
－
一
万
一

千
六
百
三
十
円
、
二
年
七
組
…
…
九

千
三
百
三
十
九
円
、
三
年
四
組
…
：

三
千
七
百
二
＋
五
円
　
▽
内
藤
直
義

（
控
木
）
…
…
千
二
百
円
。

　
年
賀
状
は
2
2
日
ま
で
に

　
年
賀
状
は
、
二
十
二
日
ま
で
に
郵

便
番
号
を
は
っ
ぎ
り
書
き
、
差
し
出

し
は
、
　
「
市
内
あ
て
」
　
「
県
内
あ

て
」
「
県
外
あ
て
」
の
三
つ
に
分
け

て
出
す
。
　
　
　
（
十
口
町
郵
便
局
）

　
　
紙
を
大
切
に

　
わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
紙
が
、
現
在
不
足
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
経
済
の
成
長
と
共
に
、

紙
の
使
用
量
が
年
々
増
え
て
い
る
の

に
対
し
て
、
紙
の
原
料
と
な
る
バ
ル

プ
用
の
原
木
が
世
界
的
に
不
足
し
て

い
る
こ
と
、
製
紙
工
場
の
新
増
設
が

そ
れ
ほ
ど
望
め
な
い
こ
と
な
ど
に
よ

り
ま
す
。

　
市
役
所
で
は
、
使
用
済
み
の
用
紙

の
裏
面
を
利
用
す
る
な
ど
紙
の
節
約

を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
か

ら
新
た
に
古
紙
専
用
回
収
箱
を
庁
舎

内
に
設
置
し
、
古
紙
の
再
生
利
用
を

は
か
っ
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
家
庭
や
職
場
で
も
、

古
新
聞
、
古
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
屑
な

ど
の
用
済
み
紙
類
は
．
他
の
ゴ
、
、
、
と

分
け
て
、
再
生
用
に
回
し
た
い
も
の

で
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
年
々
激
化
す
る
ゴ

ミ
戦
争
を
防
い
だ
り
、
ま
た
、
社
会

的
問
題
と
な
っ
て
い
る
産
業
公
害
の

抑
制
に
も
役
立
つ
の
で
す
。

　
と
い
う
の
は
、
原
木
か
ら
紙
を
生

産
す
る
場
合
に
比
べ
て
、
古
紙
を
再

生
す
る
場
合
の
排
水
は
汚
濁
量
が
少

な
く
、
用
水
量
も
約
半
分
ぐ
ら
い
に

抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
な
の
で

す
。

　
　
ー
表
紙
の
こ
と
ば

　
　
長
い
冬
が
訪
れ
る
と
深
い
雪
に
と
ざ
さ
れ
る
山
間
部
で
は
、
冬
季
分
校
の
開

　
　
を
宗
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
こ
と
し
も
十
二
月
一
日
か
ら
つ
ぎ
の
十
三
の
冬

　
　
｝
校
が
開
設
さ
れ
た
。
こ
ど
も
た
ち
は
熱
心
に
学
ん
で
い
る
。

　
　
　
真
は
大
池
小
学
校
津
池
冬
季
分
校
の
十
人
の
こ
ど
も
た
ち
』

　
　
大
池
小
津
池
、
飛
一
小
池
谷
、
上
田
原
、
名
ケ
山
小
中
平
、
下
条
小
塩
野
、

　
　
卜
組
小
慶
地
・
二
子
・
願
入
、
水
沢
小
南
雲
、
野
中
小
当
問
・
二
俣
口
、
馬

＝
場
小
市
之
沢
，
珠
田
の
冬
季
分
校

と
じ
戸
く
保
存
し
て
く
だ
さ
い

膨
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腿
．
舞
生讐れみ琢な欝灘

鑑
思
欝
蕊

こ
止
漁
嚇
．
縮
．
、
翼
、
，

　
　
　
　
蕊
磁
蟹
燦
劔
年
で
す

　
昭
和
四
十
九
年
は
、
と
ら
年
　
　
。

そ
こ
で
エ
ト
に
ち
な
ん
で
、
と
ら
年
生
ま
れ
の
市

民
十
名
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
つ
ぎ
の
項
目
に
つ
い

て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
新
春
の
声
を
語
っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。

…
①
あ
な
た
の
地
域
で
困
っ

…
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す

…
か
（
な
い
）
あ
る
場
合
は
、

…
ど
ん
な
こ
と
で
す
か
。

…
②
十
日
町
市
は
住
み
よ
い
”

芸
住
み
に
く
い
）
ま
ち
だ
と
…

…
思
っ
た
と
き
は
、
ど
ん
な
　

…
と
き
で
す
か
。

…
③
昭
和
四
十
九
年
度
市
政
…

㎜
に
何
を
一
番
望
み
ま
す
か
。
…

柳　守一
　吉田山谷

昭和13年生まれ

　
①
農
山
村
の
道
路
の
完
全
整
備
と

冬
期
間
の
通
勤
通
学
の
確
保
を
急

げ
。　
②
住
み
よ
い
”
豪
雪
に
は
悩
ま
さ

れ
る
が
、
四
季
全
般
を
通
じ
風
水
害

が
少
な
い
こ
と
。
住
み
に
く
い
U
十

日
町
市
で
も
物
価
の
高
騰
は
目
に
余

る
も
の
が
あ
る
。

　
③
遊
園
地
の
建
設
。
社
会
福
祉
の

充
実
（
老
人
幼
児
の
医
療
無
料
制
度

の
早
期
実
現
）

　
　
　
　
　
　
　
　
枝
　
　
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
鯨
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年

　
　
　
　
　
　
　
　
田
蜂
碍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
　
　
大

　
①
ω
歯
科
医
の
不
足
㈲
降
雪
の
多

い
時
の
交
通
事
情
の
悪
化
。

　
②
住
み
よ
い
U
地
域
の
人
達
は
、

人
情
に
厚
く
、
郷
土
愛
、
隣
人
愛
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

近
隣
の
た
す
け
あ
い
の
慣
習
の
あ
る

十
日
町
市
は
、
住
み
よ
い
ま
ち
だ
と

思
い
ま
す
．
住
み
に
く
い
“
県
下
で

も
比
較
的
物
価
が
高
い
と
い
う
の
が

ち
ょ
っ
と
気
に
な
り
ま
す
…
…
。

　
③
ω
教
育
費
の
増
額
㈲
老
人
施
設

の
充
実
の
国
道
二
五
二
号
線
の
年
内

完
成
を
進
め
て
欲
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
子
　
　
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
佳
期
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年

　
　
　
　
　
　
　
　
田
罐
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和

　
　
　
　
　
　
　
　
池
　
　
昭

　
①
防
犯
用
の
街
燈
が
少
な
く
、
ま

ち
か
ら
帰
る
時
な
ど
何
回
か
こ
わ
い

思
い
を
し
ま
し
た
。

　
②
公
害
を
訴
え
て
い
る
今
日
、
こ

れ
ほ
ど
自
然
と
環
境
に
恵
ま
れ
て
い

る
所
も
な
い
と
思
い
ま
す
．

　
③
キ
ャ
ン
ブ
場
や
屋
外
娯
楽
施
設

を
っ
く
り
、
雪
害
対
策
を
強
化
し
、

明
る
く
若
さ
の
あ
る
ま
ち
に
し
て
欲

し
い
．

樋口金松
高田町三南

大正3年生まれ

　
①
消
雪
用
水
で
道
路
上
に
水
が
あ

ふ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
自
動
車
が
ス

ピ
ー
ド
を
あ
げ
て
走
る
ー
．
こ
ん

な
光
景
を
目
に
す
る
が
、
注
意
標
識

な
ど
設
置
し
た
ら
。

　
②
降
雪
地
の
た
め
、
四
季
の
う
つ

り
か
わ
り
が
も
っ
と
も
き
れ
い
で
住

み
よ
い
所
だ
と
思
い
ま
す
。
特
に
雪

解
け
の
頃
な
ん
か
す
ば
ら
し
い
。

　
③
産
業
は
織
物
だ
け
と
い
う
こ
と

で
な
し
に
、
優
秀
な
手
工
芸
を
加
え

る
他
産
業
な
ど
誘
致
し
て
欲
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
武
家
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
在
年

　
　
　
　
　
　
　
　
口
中
2
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和

　
　
　
　
　
　
　
　
樋
　
　
昭

　
①
冬
の
間
、
自
動
車
を
動
か
せ
な

く
な
る
こ
と
。

　
②
住
み
に
く
い
“
村
に
い
る
と
同

年
代
の
人
た
ち
と
接
触
が
少
な
い
の

で
孤
独
に
な
り
が
ち
だ
．

　
③
苗
場
山
ろ
く
総
合
開
発
を
成
功

さ
せ
て
欲
し
い
。

　
　
　
、
懸
羅
撫
毒
　
　
噸
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
　
　
才

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
キ
．
　
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
年

　
　
　
　
　
　
　
　
山
新
1
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
正

　
　
　
　
　
　
　
　
角
　
　
大

　
①
道
が
狭
く
通
学
の
際
、
危
険
で

す
。
　
（
特
に
冬
な
ど
）
早
く
道
路
を

整
備
し
て
欲
し
い
。

　
②
公
害
や
大
き
な
災
害
も
な
く
、

雪
国
で
な
く
て
は
味
わ
え
な
い
自
然

と
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。　
③
今
年
も
福
祉
関
係
に
特
に
力
を

入
れ
て
も
ら
い
た
い
．

根津マツ
　本町六の二

大正3年生まれ

　
①
車
の
多
い
こ
の
頃
、
小
規
模
で

も
小
さ
な
子
ど
も
達
の
遊
べ
る
遊
園

地
が
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
②
外
来
の
方
に
は
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
し
ょ
う
が
、
こ
の
ま
ち
に
生
ま
れ

育
っ
た
私
に
は
、
安
心
し
て
住
め
る

良
い
ま
ち
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
③
立
派
な
而
長
さ
ん
を
迎
え
、
各

派
協
力
し
て
市
の
発
展
に
努
力
し
て

い
た
だ
く
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

保坂キクエ

　南鐙坂
昭和13年生まれ

　
①
ゴ
、
ミ
の
収
集
回
数
が
少
な
い
こ

と
（
特
に
冬
の
間
）

　
②
雪
が
降
っ
て
こ
ま
る
が
、
公
害

が
現
在
な
い
の
で
住
み
よ
い
と
思

う
o
　
③
ま
ち
の
中
心
部
に
無
料
休
憩
所

が
欲
し
い
。
子
ど
も
連
れ
で
も
気
楽

に
休
め
る
よ
う
な
…
…
．
ま
た
道
路

農
道
等
公
共
事
業
の
早
期
実
現
。

徳永悦子
　美雪町
昭和25年生まれ

　
①
空
は
青
く
澄
み
美
し
い
の
で
す

が
、
川
が
染
料
、
家
屋
排
水
、
ゴ
．
・
・

な
ど
で
汚
染
さ
れ
て
い
る
こ
と
．

　
②
豪
雪
地
帯
で
は
あ
る
が
、
台
風

水
害
は
な
く
、
産
業
を
中
心
と
し
て

若
い
人
が
多
く
活
気
が
あ
る
。

　
③
福
祉
間
題
で
す
が
、
た
と
え
ば

目
の
不
自
由
な
方
の
た
め
に
「
声
O

市
政
だ
よ
り
」
等
作
っ
て
は
…
…
。

難
灘
馨
無
麗
　
　
平
　
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
正
町
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軒
年

　
　
　
　
　
　
　
　
子
し
2
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和

　
　
　
　
　
　
　
　
金
　
　
昭

　
①
消
雪
パ
イ
ブ
工
事
に
つ
い
て
、

も
う
少
し
早
め
に
計
画
的
に
段
取
り

良
く
出
来
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
・

　
②
四
季
を
う
ま
く
調
和
さ
せ
、
雪

国
特
有
の
暗
さ
が
な
く
、
ま
ち
に
若

者
の
活
気
が
あ
る
。

　
③
公
共
施
設
の
充
実
。
た
と
え
ば

宿
泊
設
備
の
あ
る
市
民
の
家
な
ど
を

つ
く
っ
た
ら
。

春日市長

　
ほ
と
ん
ど
の
方
が
、
自
分
の
住
ん

で
い
る
こ
の
十
日
町
市
を
住
み
よ
い

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
が
、
私
も

同
感
で
す
。
雪
を
暗
い
も
の
と
感
じ

る
よ
り
、
明
る
い
も
の
と
感
じ
、
こ

の
雪
を
利
用
し
て
楽
し
い
も
の
を
つ

く
り
出
し
て
い
く
と
考
え
れ
ば
、
公

害
も
な
く
山
紫
水
明
の
こ
ん
な
住
み

よ
い
ま
ち
は
ほ
か
に
な
い
と
常
々
思

っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
貴
重
な

ご
意
見
を
今
後
の
市
政
に
＋
分
反
映

さ
せ
、
み
な
さ
ん
が
愛
着
と
生
き
が

い
、
誇
り
を
も
っ
て
暮
せ
る
ま
ち
を

つ
く
り
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
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発
想
の
転
換
を

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
．
昨
年
は
物
価
高
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
資
源
の
危
機
な
ど
日
本
全
体
が
騒

然
た
る
動
き
の
な
か
で
お
わ
り
ま
し

た
。
ほ
と
ん
ど
の
資
源
を
も
た
な
い

日
本
は
、
国
外
か
ら
姿
源
を
輸
入

し
、
知
恵
や
技
術
を
だ
し
あ
い
外
国

に
売
り
だ
す
、
い
わ
ゆ
る
貿
易
に
よ

っ
て
急
激
に
経
済
成
長
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
や
が
て
、
世
界
的
な
食
糧

危
機
が
や
っ
て
く
る
と
い
わ
れ
る
現

在
、
米
以
外
は
国
外
の
安
い
農
産
物

に
頼
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
し
に
、

国
内
で
農
産
物
の
自
給
度
を
高
め
、

最
低
限
必
要
な
も
の
を
確
保
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
苗
場
山
ろ
く
の
開
発
に

つ
い
て
、
み
な
さ
ん
の
共
感
と
同
意

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
ほ
か
、
織
物
産
業
を
考
え

市

た
と
き
、
そ
の
原
料
で
あ
る
生
糸
は

か
っ
て
日
本
が
輸
出
ま
で
し
て
い
た

も
の
で
あ
る
の
に
現
在
は
中
国
な
ど

か
ら
輸
入
し
て
い
ま
す
。
こ
の
原
料

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
千
二
百
年
以

来
こ
の
地
域
に
織
物
産
業
が
脈
々
と

続
い
て
き
た
わ
け
で
す
。
こ
う
い

　
っ
た
原
点
を
見
な
お
す
こ
と
が
大
切

　
な
こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　
む
し
ろ
、
こ
う
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
資

　
源
の
不
足
の
と
き
に
、
新
し
い
エ
ネ

　
ル
ギ
ー
資
源
の
確
保
を
み
ん
な
が
真

　
剣
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
い
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
而
民
全

　
体
が
発
想
の
転
換
、
意
識
の
転
換
を

長
春
　
日
　
由
　
三

行
な
い
、
山
紫
水
明
の
本
市
を
着
実

に
発
展
さ
せ
て
い
く
覚
悟
を
あ
ら
た

に
す
る
年
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。
特
に
、
私
は
こ
の
地
域
に
生

ま
れ
育
っ
た
人
間
が
明
る
い
生
活
を

送
れ
る
よ
う
、
み
な
さ
ん
と
一
緒
に

こ
の
街
を
よ
く
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
春
の
あ
い
さ
つ

公
共
下
水
道
建
設
に
努
力

　
謹
し
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
わ
が
国
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
か

ら
現
在
大
き
な
試
練
に
さ
ら
さ
れ
て

い
ま
す
．
こ
の
な
か
に
あ
っ
て
、
五

万
市
民
は
一
丸
と
な
っ
て
工
夫
改
善

し
、
新
局
面
を
の
り
き
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
と

し
は
、
か
っ
て
な
い
大
雪
に
見
舞
わ

れ
ま
し
た
が
、
大
自
然
の
猛
威
に
対

し
て
如
何
な
る
豪
雪
に
も
ゆ
る
が
な

い
防
雪
都
市
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、

さ
ら
に
研
究
・
開
発
を
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
一
方
、
公
害
対
策
に
つ
い
て
も
、

今
年
か
ら
公
共
下
水
道
事
業
に
取
り

組
む
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
ぽ
う
大
な
事
業
費

市
議
会
議
長

と
長
期
間
の
歳
月
を
要
し
ま
す
の

で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
積
極
的

に
参
加
協
力
い
た
だ
き
、
き
れ
い
な

川
　
公
害
の
な
い
美
し
い
近
代
都
市

を
め
ざ
し
、
全
力
を
ふ
り
し
ぽ
っ
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
．

　
農
業
に
お
き
ま
し
て
も
、
今
後
を

見
と
お
し
た
農
政
と
し
て
、
苗
場
山

ろ
く
開
発
事
業
か
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
十
年
後
の
農
業
の
飛
躍
を
め
ざ

し
て
地
域
民
一
丸
と
な
っ
て
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
．

　
日
本
経
済
は
今
年
が
大
き
く
転
換

の
と
き
で
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機

中
　
町
　
忠
　
雄

も
早
急
に
は
解
決
で
き
そ
う
も
な
い

現
状
に
あ
り
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ

ん
と
共
に
一
大
決
意
を
も
っ
て
新
局

面
に
対
処
し
、
本
市
産
業
を
守
り
、

近
代
都
市
建
設
に
一
層
の
努
力
を
重

ね
、
ご
期
待
に
答
え
た
い
と
念
じ
て

お
り
ま
す
。
各
位
の
ご
多
幸
を
祈
り

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す

　
　
徳
永
さ
ん
に
知
事
賞

　
青
少
年
健
全
育
成
県
民
会
議
で
「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
の
作
品
を
募
集
。
…

…
こ
の
ほ
ど
審
査
の
結
果
構
市
内
で
つ
ぎ
の
方
が
入
選
し
ま
し
た
。
図
画
の
部
…

題
し
て
「
白
い

晶
徳
永
尋
美
（
十
日
町
小
六
㎜

作
の
年
）
…
知
事
賞
。
大
淵
か
…

猷
お
り
（
下
条
小
四
年
）
…
教
皿

服
育
委
員
会
賞
。
樋
口
真
優
…

鯨
美
（
十
日
町
小
五
年
）
：
．
佳
…

た
作
。

つな
作
文
の
部
　
中
町
玲
子
、

と
實
樋
熊
ア
サ
子
（
下
条
小
四
…

事知
年
）
…
佳
作
。

メ
ル
ヘ
ン
」

第
2
5
回
雪
ま
つ
り
の
ス
テ
億
ジ

　
雪
ま
つ
り
は
、
二
月
九
、
十
の
両

日
行
な
わ
れ
ま
す
。
す
で
に
雪
ま
つ

り
の
メ
ー
ソ
エ
ベ
ン
ト
を
飾
る
雪
上

舞
台
の
デ
ザ
イ
ソ
も
出
来
あ
が
り
、

舞
台
づ
く
り
は
い
よ
い
よ
本
番
を
迎

え
て
い
ま
す
。
今
回
の
メ
ー
ソ
ス
テ

！
ジ
は
、
子
ど
も
達
の
夢
を
こ
ま
や

か
に
表
現
し
た
も
の
で
、
題
し
て

「
白
い
メ
ル
ヘ
ソ
」
。
こ
の
ス
テ
ー

ジ
は
鈴
木
蘭
さ
ん
（
本
町
六
の
三
、

広
報
協
力
員
）
の
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る

雪上舞台「白いメルヘン」のデザイン

も
の
で
す
。

　
雪
上
舞
台
は
、
城
力
丘
の
丘
陵
を

利
用
、
丘
の
中
腹
に
か
け
て
三
つ
の

城
を
つ
く
り
奥
行
き
を
深
く
し
、
ま

た
観
客
席
は
最
後
方
か
ら
も
観
賞
で

き
る
よ
う
考
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。
当

日
は
こ
の
ス
テ
ー
ジ
で
T
B
S
系
の

「
ロ
ッ
テ
歌
の
ア
ル
バ
ム
」
の
録
画

も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
三
点
方
式
を
採
用

　
雪
ま
つ
り
委
員
会
は
、
第
二
十
五

回
開
催
と
市
制
二
十
周
年
を
記
念
し

て
市
民
総
ぐ
る
み
で
、
お
祭
ム
ー
ド

を
高
め
る
た
め
、
同
会
場
の
ほ
か
、

市
内
の
広
場
ニ
ヵ
所
に
分
散
す
る
三

点
方
式
を
採
用
、
進
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
雪
の
芸
術
作
品
も
市
中

心
部
だ
け
で
な
く
近
郊
地
域
に
も
製

作
を
呼
び
か
け
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

今
月
は
3
0
日
に

　
　
　
ー
精
神
衛
生
相
談
ー

　
最
近
、
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
眼
れ
な

い
日
が
続
い
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
市
で
は
、
保
健
所
と
共

に
各
地
区
で
精
神
衛
生
相
談
日
を
設

け
て
い
ま
す
。
今
月
は
三
十
日
午
後

一
時
半
～
三
時
ま
で
、
吉
田
出
張
所

で
行
な
い
ま
す
。

　
児
童
手
当
の
手
続
は

　
本
年
四
月
か
ら
義
務
教
育
終
了
前

の
児
童
を
含
む
十
八
歳
未
満
の
児
童

が
三
人
以
上
い
る
家
庭
に
児
童
手
当

（
月
額
三
千
円
）
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
該
当
者
は
、
印
鑑
、
保
険
証
、

銀
行
等
の
口
座
番
号
を
ひ
か
え
た
も

の
を
持
参
の
上
、
二
月
十
三
日
～
二

十
日
の
間
に
市
役
所
社
会
福
祉
事
務

所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
次
の
場
所
で
も
受
付
事
務
を

行
な
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
二
月
卜
四
日
午
前
九
時
～
正
午
“

中
条
公
民
館
、
同
午
後
一
時
～
三
時

“
下
条
出
張
所
．
二
月
十
五
日
午
前

九
時
～
正
午
“
吉
田
出
張
所
、
同
午

後
一
時
～
三
時
”
水
沢
出
張
所
．

　
電
気
を
大
切
に

　
「
資
源
を
大
切
に
す
る
」
と
い
う

観
点
か
ら
、
電
気
エ
ネ
ル
ギ
：
に
つ

い
て
も
合
理
的
に
使
用
す
る
こ
と
が

社
会
的
に
強
く
要
請
さ
れ
て
い
ま
す

　
私
達
の
生
活
に
密
着
し
た
電
気
が

無
駄
に
使
わ
れ
て
い
な
い
で
し
よ
う

か
。
各
ご
家
庭
で
は
．
不
使
用
箇
所

の
消
燈
、
電
気
機
器
の
効
率
使
用
の

徹
底
に
よ
り
、
使
用
電
力
の
節
減
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
（
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
）
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腿
．
舞
生讐れみ琢な欝灘

鑑
思
欝
蕊

こ
止
漁
嚇
．
縮
．
、
翼
、
，

　
　
　
　
蕊
磁
蟹
燦
劔
年
で
す

　
昭
和
四
十
九
年
は
、
と
ら
年
　
　
。

そ
こ
で
エ
ト
に
ち
な
ん
で
、
と
ら
年
生
ま
れ
の
市

民
十
名
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
つ
ぎ
の
項
目
に
つ
い

て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
新
春
の
声
を
語
っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。

…
①
あ
な
た
の
地
域
で
困
っ

…
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す

…
か
（
な
い
）
あ
る
場
合
は
、

…
ど
ん
な
こ
と
で
す
か
。

…
②
十
日
町
市
は
住
み
よ
い
”

芸
住
み
に
く
い
）
ま
ち
だ
と
…

…
思
っ
た
と
き
は
、
ど
ん
な
　

…
と
き
で
す
か
。

…
③
昭
和
四
十
九
年
度
市
政
…

㎜
に
何
を
一
番
望
み
ま
す
か
。
…

柳　守一
　吉田山谷

昭和13年生まれ

　
①
農
山
村
の
道
路
の
完
全
整
備
と

冬
期
間
の
通
勤
通
学
の
確
保
を
急

げ
。　
②
住
み
よ
い
”
豪
雪
に
は
悩
ま
さ

れ
る
が
、
四
季
全
般
を
通
じ
風
水
害

が
少
な
い
こ
と
。
住
み
に
く
い
U
十

日
町
市
で
も
物
価
の
高
騰
は
目
に
余

る
も
の
が
あ
る
。

　
③
遊
園
地
の
建
設
。
社
会
福
祉
の

充
実
（
老
人
幼
児
の
医
療
無
料
制
度

の
早
期
実
現
）

　
　
　
　
　
　
　
　
枝
　
　
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
鯨
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年

　
　
　
　
　
　
　
　
田
蜂
碍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
　
　
大

　
①
ω
歯
科
医
の
不
足
㈲
降
雪
の
多

い
時
の
交
通
事
情
の
悪
化
。

　
②
住
み
よ
い
U
地
域
の
人
達
は
、

人
情
に
厚
く
、
郷
土
愛
、
隣
人
愛
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

近
隣
の
た
す
け
あ
い
の
慣
習
の
あ
る

十
日
町
市
は
、
住
み
よ
い
ま
ち
だ
と

思
い
ま
す
．
住
み
に
く
い
“
県
下
で

も
比
較
的
物
価
が
高
い
と
い
う
の
が

ち
ょ
っ
と
気
に
な
り
ま
す
…
…
。

　
③
ω
教
育
費
の
増
額
㈲
老
人
施
設

の
充
実
の
国
道
二
五
二
号
線
の
年
内

完
成
を
進
め
て
欲
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
子
　
　
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
佳
期
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年

　
　
　
　
　
　
　
　
田
罐
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和

　
　
　
　
　
　
　
　
池
　
　
昭

　
①
防
犯
用
の
街
燈
が
少
な
く
、
ま

ち
か
ら
帰
る
時
な
ど
何
回
か
こ
わ
い

思
い
を
し
ま
し
た
。

　
②
公
害
を
訴
え
て
い
る
今
日
、
こ

れ
ほ
ど
自
然
と
環
境
に
恵
ま
れ
て
い

る
所
も
な
い
と
思
い
ま
す
．

　
③
キ
ャ
ン
ブ
場
や
屋
外
娯
楽
施
設

を
っ
く
り
、
雪
害
対
策
を
強
化
し
、

明
る
く
若
さ
の
あ
る
ま
ち
に
し
て
欲

し
い
．

樋口金松
高田町三南

大正3年生まれ

　
①
消
雪
用
水
で
道
路
上
に
水
が
あ

ふ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
自
動
車
が
ス

ピ
ー
ド
を
あ
げ
て
走
る
ー
．
こ
ん

な
光
景
を
目
に
す
る
が
、
注
意
標
識

な
ど
設
置
し
た
ら
。

　
②
降
雪
地
の
た
め
、
四
季
の
う
つ

り
か
わ
り
が
も
っ
と
も
き
れ
い
で
住

み
よ
い
所
だ
と
思
い
ま
す
。
特
に
雪

解
け
の
頃
な
ん
か
す
ば
ら
し
い
。

　
③
産
業
は
織
物
だ
け
と
い
う
こ
と

で
な
し
に
、
優
秀
な
手
工
芸
を
加
え

る
他
産
業
な
ど
誘
致
し
て
欲
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
武
家
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
在
年

　
　
　
　
　
　
　
　
口
中
2
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和

　
　
　
　
　
　
　
　
樋
　
　
昭

　
①
冬
の
間
、
自
動
車
を
動
か
せ
な

く
な
る
こ
と
。

　
②
住
み
に
く
い
“
村
に
い
る
と
同

年
代
の
人
た
ち
と
接
触
が
少
な
い
の

で
孤
独
に
な
り
が
ち
だ
．

　
③
苗
場
山
ろ
く
総
合
開
発
を
成
功

さ
せ
て
欲
し
い
。

　
　
　
、
懸
羅
撫
毒
　
　
噸
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
　
　
才

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
キ
．
　
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
年

　
　
　
　
　
　
　
　
山
新
1
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
正

　
　
　
　
　
　
　
　
角
　
　
大

　
①
道
が
狭
く
通
学
の
際
、
危
険
で

す
。
　
（
特
に
冬
な
ど
）
早
く
道
路
を

整
備
し
て
欲
し
い
。

　
②
公
害
や
大
き
な
災
害
も
な
く
、

雪
国
で
な
く
て
は
味
わ
え
な
い
自
然

と
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。　
③
今
年
も
福
祉
関
係
に
特
に
力
を

入
れ
て
も
ら
い
た
い
．

根津マツ
　本町六の二

大正3年生まれ

　
①
車
の
多
い
こ
の
頃
、
小
規
模
で

も
小
さ
な
子
ど
も
達
の
遊
べ
る
遊
園

地
が
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
②
外
来
の
方
に
は
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
し
ょ
う
が
、
こ
の
ま
ち
に
生
ま
れ

育
っ
た
私
に
は
、
安
心
し
て
住
め
る

良
い
ま
ち
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
③
立
派
な
而
長
さ
ん
を
迎
え
、
各

派
協
力
し
て
市
の
発
展
に
努
力
し
て

い
た
だ
く
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

保坂キクエ

　南鐙坂
昭和13年生まれ

　
①
ゴ
、
ミ
の
収
集
回
数
が
少
な
い
こ

と
（
特
に
冬
の
間
）

　
②
雪
が
降
っ
て
こ
ま
る
が
、
公
害

が
現
在
な
い
の
で
住
み
よ
い
と
思

う
o
　
③
ま
ち
の
中
心
部
に
無
料
休
憩
所

が
欲
し
い
。
子
ど
も
連
れ
で
も
気
楽

に
休
め
る
よ
う
な
…
…
．
ま
た
道
路

農
道
等
公
共
事
業
の
早
期
実
現
。

徳永悦子
　美雪町
昭和25年生まれ

　
①
空
は
青
く
澄
み
美
し
い
の
で
す

が
、
川
が
染
料
、
家
屋
排
水
、
ゴ
．
・
・

な
ど
で
汚
染
さ
れ
て
い
る
こ
と
．

　
②
豪
雪
地
帯
で
は
あ
る
が
、
台
風

水
害
は
な
く
、
産
業
を
中
心
と
し
て

若
い
人
が
多
く
活
気
が
あ
る
。

　
③
福
祉
間
題
で
す
が
、
た
と
え
ば

目
の
不
自
由
な
方
の
た
め
に
「
声
O

市
政
だ
よ
り
」
等
作
っ
て
は
…
…
。

難
灘
馨
無
麗
　
　
平
　
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
正
町
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軒
年

　
　
　
　
　
　
　
　
子
し
2
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和

　
　
　
　
　
　
　
　
金
　
　
昭

　
①
消
雪
パ
イ
ブ
工
事
に
つ
い
て
、

も
う
少
し
早
め
に
計
画
的
に
段
取
り

良
く
出
来
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
・

　
②
四
季
を
う
ま
く
調
和
さ
せ
、
雪

国
特
有
の
暗
さ
が
な
く
、
ま
ち
に
若

者
の
活
気
が
あ
る
。

　
③
公
共
施
設
の
充
実
。
た
と
え
ば

宿
泊
設
備
の
あ
る
市
民
の
家
な
ど
を

つ
く
っ
た
ら
。

春日市長

　
ほ
と
ん
ど
の
方
が
、
自
分
の
住
ん

で
い
る
こ
の
十
日
町
市
を
住
み
よ
い

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
が
、
私
も

同
感
で
す
。
雪
を
暗
い
も
の
と
感
じ

る
よ
り
、
明
る
い
も
の
と
感
じ
、
こ

の
雪
を
利
用
し
て
楽
し
い
も
の
を
つ

く
り
出
し
て
い
く
と
考
え
れ
ば
、
公

害
も
な
く
山
紫
水
明
の
こ
ん
な
住
み

よ
い
ま
ち
は
ほ
か
に
な
い
と
常
々
思

っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
貴
重
な

ご
意
見
を
今
後
の
市
政
に
＋
分
反
映

さ
せ
、
み
な
さ
ん
が
愛
着
と
生
き
が

い
、
誇
り
を
も
っ
て
暮
せ
る
ま
ち
を

つ
く
り
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
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発
想
の
転
換
を

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
．
昨
年
は
物
価
高
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
資
源
の
危
機
な
ど
日
本
全
体
が
騒

然
た
る
動
き
の
な
か
で
お
わ
り
ま
し

た
。
ほ
と
ん
ど
の
資
源
を
も
た
な
い

日
本
は
、
国
外
か
ら
姿
源
を
輸
入

し
、
知
恵
や
技
術
を
だ
し
あ
い
外
国

に
売
り
だ
す
、
い
わ
ゆ
る
貿
易
に
よ

っ
て
急
激
に
経
済
成
長
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
や
が
て
、
世
界
的
な
食
糧

危
機
が
や
っ
て
く
る
と
い
わ
れ
る
現

在
、
米
以
外
は
国
外
の
安
い
農
産
物

に
頼
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
し
に
、

国
内
で
農
産
物
の
自
給
度
を
高
め
、

最
低
限
必
要
な
も
の
を
確
保
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
苗
場
山
ろ
く
の
開
発
に

つ
い
て
、
み
な
さ
ん
の
共
感
と
同
意

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
ほ
か
、
織
物
産
業
を
考
え

市

た
と
き
、
そ
の
原
料
で
あ
る
生
糸
は

か
っ
て
日
本
が
輸
出
ま
で
し
て
い
た

も
の
で
あ
る
の
に
現
在
は
中
国
な
ど

か
ら
輸
入
し
て
い
ま
す
。
こ
の
原
料

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
千
二
百
年
以

来
こ
の
地
域
に
織
物
産
業
が
脈
々
と

続
い
て
き
た
わ
け
で
す
。
こ
う
い

　
っ
た
原
点
を
見
な
お
す
こ
と
が
大
切

　
な
こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　
む
し
ろ
、
こ
う
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
資

　
源
の
不
足
の
と
き
に
、
新
し
い
エ
ネ

　
ル
ギ
ー
資
源
の
確
保
を
み
ん
な
が
真

　
剣
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
い
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
而
民
全

　
体
が
発
想
の
転
換
、
意
識
の
転
換
を

長
春
　
日
　
由
　
三

行
な
い
、
山
紫
水
明
の
本
市
を
着
実

に
発
展
さ
せ
て
い
く
覚
悟
を
あ
ら
た

に
す
る
年
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。
特
に
、
私
は
こ
の
地
域
に
生

ま
れ
育
っ
た
人
間
が
明
る
い
生
活
を

送
れ
る
よ
う
、
み
な
さ
ん
と
一
緒
に

こ
の
街
を
よ
く
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
春
の
あ
い
さ
つ

公
共
下
水
道
建
設
に
努
力

　
謹
し
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
わ
が
国
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
か

ら
現
在
大
き
な
試
練
に
さ
ら
さ
れ
て

い
ま
す
．
こ
の
な
か
に
あ
っ
て
、
五

万
市
民
は
一
丸
と
な
っ
て
工
夫
改
善

し
、
新
局
面
を
の
り
き
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
と

し
は
、
か
っ
て
な
い
大
雪
に
見
舞
わ

れ
ま
し
た
が
、
大
自
然
の
猛
威
に
対

し
て
如
何
な
る
豪
雪
に
も
ゆ
る
が
な

い
防
雪
都
市
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、

さ
ら
に
研
究
・
開
発
を
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
一
方
、
公
害
対
策
に
つ
い
て
も
、

今
年
か
ら
公
共
下
水
道
事
業
に
取
り

組
む
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
ぽ
う
大
な
事
業
費

市
議
会
議
長

と
長
期
間
の
歳
月
を
要
し
ま
す
の

で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
積
極
的

に
参
加
協
力
い
た
だ
き
、
き
れ
い
な

川
　
公
害
の
な
い
美
し
い
近
代
都
市

を
め
ざ
し
、
全
力
を
ふ
り
し
ぽ
っ
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
．

　
農
業
に
お
き
ま
し
て
も
、
今
後
を

見
と
お
し
た
農
政
と
し
て
、
苗
場
山

ろ
く
開
発
事
業
か
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
十
年
後
の
農
業
の
飛
躍
を
め
ざ

し
て
地
域
民
一
丸
と
な
っ
て
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
．

　
日
本
経
済
は
今
年
が
大
き
く
転
換

の
と
き
で
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機

中
　
町
　
忠
　
雄

も
早
急
に
は
解
決
で
き
そ
う
も
な
い

現
状
に
あ
り
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ

ん
と
共
に
一
大
決
意
を
も
っ
て
新
局

面
に
対
処
し
、
本
市
産
業
を
守
り
、

近
代
都
市
建
設
に
一
層
の
努
力
を
重

ね
、
ご
期
待
に
答
え
た
い
と
念
じ
て

お
り
ま
す
。
各
位
の
ご
多
幸
を
祈
り

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す

　
　
徳
永
さ
ん
に
知
事
賞

　
青
少
年
健
全
育
成
県
民
会
議
で
「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
の
作
品
を
募
集
。
…

…
こ
の
ほ
ど
審
査
の
結
果
構
市
内
で
つ
ぎ
の
方
が
入
選
し
ま
し
た
。
図
画
の
部
…

題
し
て
「
白
い

晶
徳
永
尋
美
（
十
日
町
小
六
㎜

作
の
年
）
…
知
事
賞
。
大
淵
か
…

猷
お
り
（
下
条
小
四
年
）
…
教
皿

服
育
委
員
会
賞
。
樋
口
真
優
…

鯨
美
（
十
日
町
小
五
年
）
：
．
佳
…

た
作
。

つな
作
文
の
部
　
中
町
玲
子
、

と
實
樋
熊
ア
サ
子
（
下
条
小
四
…

事知
年
）
…
佳
作
。

メ
ル
ヘ
ン
」

第
2
5
回
雪
ま
つ
り
の
ス
テ
億
ジ

　
雪
ま
つ
り
は
、
二
月
九
、
十
の
両

日
行
な
わ
れ
ま
す
。
す
で
に
雪
ま
つ

り
の
メ
ー
ソ
エ
ベ
ン
ト
を
飾
る
雪
上

舞
台
の
デ
ザ
イ
ソ
も
出
来
あ
が
り
、

舞
台
づ
く
り
は
い
よ
い
よ
本
番
を
迎

え
て
い
ま
す
。
今
回
の
メ
ー
ソ
ス
テ

！
ジ
は
、
子
ど
も
達
の
夢
を
こ
ま
や

か
に
表
現
し
た
も
の
で
、
題
し
て

「
白
い
メ
ル
ヘ
ソ
」
。
こ
の
ス
テ
ー

ジ
は
鈴
木
蘭
さ
ん
（
本
町
六
の
三
、

広
報
協
力
員
）
の
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る

雪上舞台「白いメルヘン」のデザイン

も
の
で
す
。

　
雪
上
舞
台
は
、
城
力
丘
の
丘
陵
を

利
用
、
丘
の
中
腹
に
か
け
て
三
つ
の

城
を
つ
く
り
奥
行
き
を
深
く
し
、
ま

た
観
客
席
は
最
後
方
か
ら
も
観
賞
で

き
る
よ
う
考
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。
当

日
は
こ
の
ス
テ
ー
ジ
で
T
B
S
系
の

「
ロ
ッ
テ
歌
の
ア
ル
バ
ム
」
の
録
画

も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
三
点
方
式
を
採
用

　
雪
ま
つ
り
委
員
会
は
、
第
二
十
五

回
開
催
と
市
制
二
十
周
年
を
記
念
し

て
市
民
総
ぐ
る
み
で
、
お
祭
ム
ー
ド

を
高
め
る
た
め
、
同
会
場
の
ほ
か
、

市
内
の
広
場
ニ
ヵ
所
に
分
散
す
る
三

点
方
式
を
採
用
、
進
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
雪
の
芸
術
作
品
も
市
中

心
部
だ
け
で
な
く
近
郊
地
域
に
も
製

作
を
呼
び
か
け
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

今
月
は
3
0
日
に

　
　
　
ー
精
神
衛
生
相
談
ー

　
最
近
、
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
眼
れ
な

い
日
が
続
い
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
市
で
は
、
保
健
所
と
共

に
各
地
区
で
精
神
衛
生
相
談
日
を
設

け
て
い
ま
す
。
今
月
は
三
十
日
午
後

一
時
半
～
三
時
ま
で
、
吉
田
出
張
所

で
行
な
い
ま
す
。

　
児
童
手
当
の
手
続
は

　
本
年
四
月
か
ら
義
務
教
育
終
了
前

の
児
童
を
含
む
十
八
歳
未
満
の
児
童

が
三
人
以
上
い
る
家
庭
に
児
童
手
当

（
月
額
三
千
円
）
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
該
当
者
は
、
印
鑑
、
保
険
証
、

銀
行
等
の
口
座
番
号
を
ひ
か
え
た
も

の
を
持
参
の
上
、
二
月
十
三
日
～
二

十
日
の
間
に
市
役
所
社
会
福
祉
事
務

所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
次
の
場
所
で
も
受
付
事
務
を

行
な
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
二
月
卜
四
日
午
前
九
時
～
正
午
“

中
条
公
民
館
、
同
午
後
一
時
～
三
時

“
下
条
出
張
所
．
二
月
十
五
日
午
前

九
時
～
正
午
“
吉
田
出
張
所
、
同
午

後
一
時
～
三
時
”
水
沢
出
張
所
．

　
電
気
を
大
切
に

　
「
資
源
を
大
切
に
す
る
」
と
い
う

観
点
か
ら
、
電
気
エ
ネ
ル
ギ
：
に
つ

い
て
も
合
理
的
に
使
用
す
る
こ
と
が

社
会
的
に
強
く
要
請
さ
れ
て
い
ま
す

　
私
達
の
生
活
に
密
着
し
た
電
気
が

無
駄
に
使
わ
れ
て
い
な
い
で
し
よ
う

か
。
各
ご
家
庭
で
は
．
不
使
用
箇
所

の
消
燈
、
電
気
機
器
の
効
率
使
用
の

徹
底
に
よ
り
、
使
用
電
力
の
節
減
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
（
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
）
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申
し
込
み
は
1
月
3
1
日
ま
で
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
保
育
所
入
所
児
童
ー

　
昭
和
四
十
九
年
四
月
保
育
所
入
所

児
童
を
次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す

の
で
希
望
者
は
市
社
会
福
祉
事
務
所

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
灘
受
付
期
間
　
一
月
十
六
日
～
一

　
　
月
三
十
一
日
ま
で
。

　
躍
入
所
資
格
者
　
十
日
町
市
に
住

　
　
民
登
録
し
て
あ
り
、
保
育
に
欠

　
　
け
る
児
童
。

　
鱗
提
出
書
類
　
①
保
育
所
入
所
申

　
　
請
書
（
用
紙
は
市
社
会
福
祉
事

　
　
務
所
及
び
各
保
育
所
へ
）
②
同

　
　
一
世
帯
の
父
母
や
祖
父
母
等
で

　
　
給
与
所
得
の
あ
る
方
は
、
昭
和

　
　
四
十
八
年
分
源
泉
徴
収
票
の
写

　
　
し
を
必
ず
添
付
（
前
年
の
納
税

　
　
が
他
市
町
村
の
場
合
、
そ
の
市

　
　
町
村
民
税
の
税
額
証
明
書
を
添

　
　
付
）

懸
入
所
予
定
人
員

　
　
十
目
町
保
育
所
　
　
二
十
七
名

　
　
川
治
保
育
所
　
　
　
四
十
六
名

　
　
下
条
保
育
所
　
　
　
四
十
六
名

　
無
料
巡
回
法
律
相
談

　
所
を
開
設

　
県
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
無
料
法

律
相
談
所
を
開
設
い
た
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　
日
時
／
一
月
二
十
六
日
（
土
）
午

　
　
　
　
後
一
時
～
五
時
，

　
会
場
／
十
日
町
市
民
会
館

　
担
当
弁
護
士
／
棚
村
重
信
、
金
田

　
善
尚
、
大
塚
勝
。
な
お
、
お
問
い

　
合
わ
せ
は
市
役
所
市
民
相
談
係
へ

　
高
山
保
育
所
　
　
　
二
十
三
名

　
鐙
島
保
育
所
　
　
　
　
十
五
名

　
十
日
町
西
保
育
所
（
新
設
“
越

　
後
交
通
向
い
側
）
　
百
二
十
名

　
北
越
保
育
園
　
　
　
　
三
十
名

　
十
日
町
幼
児
園
　
　
三
十
四
名

　
四
日
町
保
育
園
　
　
四
十
三
名

　
愛
泉
保
育
園
（
山
本
）
九
十
名

羅
以
前
に
申
請
書
を
提
出
し
て
あ

　
る
方
も
再
提
出
し
て
く
だ
さ
い

邑孟掃

　
一
月
”
休
日
救
急
医

B
日
十
日
町
病
院
喬
田
町
南
・

　
　
　
　
　
曾
＝
一
ー
一
二
一
L
ハ
、
．
番

15

日
中
条
病
院
疋
墾

　
　
　
　
　
曾
七
1
．
二
〇
．
八
番

20

日
池
田
医
院
、
本
悶
西

　
　
　
　
　
曾
二
ー
、
↓
五
．
八
．
番

27

日
山
ロ
医
院
襲
田
、
申

　
　
　
　
　
魯
二
ー
．
．
一
ヒ
四
番

税
の
相
談
は
お
気
軽
に

　
税
金
の
問
題
に
つ
い
て
細
か
く
知

り
た
い
方
は
、
　
「
税
の
相
談
日
」
が

設
け
て
あ
り
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご

利
用
下
さ
い
。
　
（
十
日
町
税
務
署
）

「
税
の
相
談
日
」
毎
月
五
、
十
五
、

　
二
十
五
日
（
こ
の
日
が
日
曜
日
や

　
祝
目
の
と
き
は
、
そ
の
翌
口
）

明
る
い
社
会
の
建
設
を

　
　
　
　
　
　
　
め
ざ
す
．
B
B
S
会
」

　
B
B
S
運
動
と
は
、
宙
⑳
野
・
善
ぼ
の

”
＆
Qo
一
器
冨
崔
o
琶
奉
三
の
略
称
で

明
る
い
社
会
の
建
設
に
寄
与
し
、
不

幸
に
し
て
道
を
踏
み
誤
っ
た
少
年
た

ち
が
再
び
悪
の
道
に
入
ら
な
い
よ

う
、
青
少
年
の
良
き
兄
や
姉
と
し
て

保
護
司
に
協
力
し
て
そ
の
補
導
に
従

事
す
る
運
動
で
す
。

　
十
日
駒
市
で
は
、
昭
和
四
十
七
年

六
月
に
結
成
さ
れ
、
現
在
会
員
は
男

女
合
わ
せ
て
十
一
名
、
例
会
は
月
一

回
、
第
二
金
曜
日
に
行
な
っ
て
い
ま

す
。　
現
在
は
、
主
に
公
民
館
を
利
用
し

て
会
員
の
研
修
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
「
石
油
製
品
あ
っ
せ
ん

　
　
相
談
所
」
を
設
置

　
政
府
は
、
中
小
企
業
者
、
病
院
等

公
共
性
の
高
い
事
業
等
に
石
油
製
晶

を
あ
っ
せ
ん
、
つ
ぎ
の
あ
っ
せ
ん
相

談
所
を
開
設
し
ま
し
た
。
希
望
者
は

新
潟
県
石
油
商
業
縄
合
石
油
製
品
あ

っ
せ
ん
相
談
所
（
新
潟
市
川
岸
町
、

県
中
小
企
業
会
館
内
曾
（
套
）
二
二

二
一
番
）
に
申
請
書
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
あ
っ
せ
ん
す
る
石
油
類

は
、
灯
油
、
軽
油
、
A
重
油
、
B
重

油
各
ニ
キ
。
影
。
C
重
油
十
キ
。
鍔
ま

で
、
あ
っ
せ
ん
期
間
は
、
二
月
一
日

か
ら
二
月
七
日
、
三
月
一
日
か
ら
三

月
七
日
の
二
回
で
す
。
い
ず
れ
も
期

間
内
必
着
の
こ
と
。
申
請
用
紙
は
、

小
林
石
油
㈱
（
長
岡
甫
福
住
町
二
、

智
（
巽
）
四
三
二
一
番
）
で
取
り
扱

っ
て
い
ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と
は
、

市
役
所
商
工
課
に
お
問
い
合
わ
せ
を

　
市
職
員
を
募
集

　
昭
和
四
十
九
年
四
月
一
口
採
用
予

定
の
市
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
職
種
及
び
人
員
　
ω
自
動
車
運

転
ヂ
…
…
四
名
㈲
自
動
車
運
転
手
兼

　．ギ’・　　　　＋急電厨蕉
　’～で

上ち今1ぎ。　　　い
畿垢（、・ε二
姪オび　／．3く

鳶モ　蠕ぴ．
馨1譲．君一
　　　を鳩而
　　　椎い　1　　　　っぐさ
　　　避観

趣饗、鉱
　や　ト
　己　　　！茎！
”ぎん　　び親
　　　も　　　　　マ畠
　　　　　　　シ／’、
　　　　　　／
手．　　．、
　　　　　唱
　　大　　　　　　　　　　桜

　　1｝②1
一　贋．細
懸聾韓

　
　
お
忘
れ
な
〈

㎜
今
月
は
固
定
資
産
税
（
第

．
四
期
〉
の
納
期
で
す
。

給
食
調
埋
員
（
水
沢
地
区
学
校
給
食

セ
ン
タ
i
勤
務
）
－
…
二
名
内
給
食

調
理
員
（
西
保
育
所
勤
務
）
…
…
一

名
◎
用
務
員
（
南
中
学
校
勤
務
並
び

に
酉
保
育
所
勤
務
）
…
…
二
名

受
験
資
格
　
㈹
自
動
車
運
転
手
ー
－

大
型
免
許
及
び
大
型
特
殊
免
許
を
有

す
る
三
十
五
歳
程
度
ま
で
の
男
子
。

㈲
自
動
車
運
転
手
兼
給
食
調
理
員
…

－
普
通
免
許
を
有
す
三
十
五
歳
程
度

ま
で
の
男
子
＠
給
食
調
理
員
…
…
三

十
五
歳
程
度
ま
で
の
者
。
◎
用
務
員

…
・
四
十
歳
程
度
ま
で
の
男
子
。

　
受
験
手
続
き
等

　
希
望
者
は
、
昭
和
四
十
九
年
坤
月

二
十
一
日
か
ら
一
月
三
十
日
ま
で
に

十
日
町
公
共
職
業
安
定
所
ま
た
は
市

役
所
総
務
課
へ
次
の
書
類
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
市
職
員
採
用
試
験
申
込
書
（
用
紙

　
は
市
役
所
総
務
課
へ
）
、
免
許
証

　
の
写
、
身
体
検
査
書
（
用
紙
は
市

　
役
所
総
務
課
へ
）

　
な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
市
役
所

総
務
課
曾
七
ー
三
二
一
番
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
寄
付
あ
り
が
と
う

　
香
典
返
し
▽
生
趨
司
外
三
名
…
三

十
万
円
▽
波
間
善
作
…
一
万
円
▽
庭

野
又
治
郎
…
一
万
円
▽
阿
部
清
吉

金
婚
式
記
念
…
三
万
円
。

　
歳
末
た
す
け
あ
い
▽
庭
野
み
よ
の

…
二
千
円
▽
下
条
婦
人
会
…
七
千
円

▽
内
藤
直
義
…
千
円
▽
庭
野
貴
美
子

…
二
千
三
百
十
円
▽
村
山
ハ
ル
…
二

千
円
▽
飯
林
織
物
㈱
従
業
員
一
同
・
：

三
万
六
千
八
百
九
十
九
円
▽
立
正
佼

成
会
十
日
町
支
部
街
頭
募
金
…
四
万

七
千
八
十
円
▽
十
日
町
高
校
一
年
八

組
…
九
千
五
百
円
▽
六
精
会
…
三
千

三
百
十
円
▽
十
日
町
地
区
青
婦
協
…

六
万
七
千
七
百
二
十
円
▽
常
角
熊
吉

…
三
千
円
▽
庭
野
新
七
…
一
万
円
▽

上
新
田
簡
易
保
険
組
合
…
五
千
円
▽

十
日
町
砂
利
（
合
資
）
…
四
千
八
百

十
五
円
▽
高
金
織
物
㈱
高
友
会
…
五

千
五
百
八
十
八
円
▽
十
日
町
ラ
イ
オ

ソ
ズ
ク
ラ
ブ
…
三
万
五
千
円
▽
村
武

智
子
…
一
万
円
▽
武
田
義
治
…
衣
類

お
も
ち
や
▽
十
日
町
実
業
高
校
三
年

E
組
…
二
万
五
百
五
十
六
円
。

　
十
日
町
公
園
建
設
資
金
に
滝
沢
林

平
…
十
万
円
。
南
雲
金
一
…
五
万
円

　
社
会
福
祉
協
議
会
に
感
謝
の
手
紙

　
歳
末
見
舞
金
を
載
い
た
あ
る
主
婦

（
谷
内
丑
）
の
方
か
ら
社
会
福
祉
協

議
会
（
会
長
春
日
市
長
）
あ
て
つ
ぎ

の
要
旨
の
手
紙
が
届
ぎ
ま
し
た
。

「
お
蔭
様
で
楽
し
い
正
月
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
い
つ
か
、
自

分
で
も
人
を
助
け
る
よ
う
に
な
り
た

い
と
信
じ
て
・
－
。
歳
末
見
舞
金
あ
り

が
と
う
．
こ
ざ
い
ま
し
た
。
」

翻
鷺
難
離
鞭
講
臓

一
享
ま
す
充
実
し
た
紙
面
づ
く
り
に
努
力
し
享
・
ご
協
力
霧
願
い

↑
　
し
ま
す
。


